
理
事
会
は
、
佃
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
澤
山
理
事

長
を
議
長
に
選
出
し
、
13

時
30
分
か
ら
15
時
20
分
に

か
け
て
審
議
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

①
及
び
②
議
案
で
は
、
29

年
度
の
活
動
成
果
、
特
に

各
地
区
防
衛
協
会
の
積
極

的
活
動
と
協
力
に
よ
り
、

当
協
会
及
び
自
衛
隊
の
実

施
す
る
行
事
等
に
多
く
の

会
員
等
が
積
極
的
に
参
加

し
、
部
隊
・
隊
員
を
激
励
・

支
援
し
た
こ
と
、
ま
た
、

会
勢
拡
大
強
化
期
間
の
２

年
目
と
し
て
、
当
協
会
の

活
動
に
賛
同
し
て
多
く
の

特
別
会
員
が
入
会
し
た
こ

と
及
び
既
入
会
の
特
別
会

員
の
多
額
の
寄
付
に
よ
り

財
政
面
で
の
改
善
に
寄
与

し
た
こ
と
、
③
及
び
④
議
案

で
は
、
会
勢
拡
大
強
化
期

間
の
最
終
年
度
と
し
て
各

地
区
協
会
と
連
携
し
て
さ

ら
な
る
会
勢
拡
大
を
目
指

す
こ
と
、
当
協
会
及
び
自

衛
隊
の
実
施
す
る
各
種
事

業
等
を
地
区
協
会
・
特
別

会
員
に
対
し
き
め
細
か
く

案
内
し
、
自
衛
隊
の
激
励
・

支
援
活
動
の
更
な
る
活
性

化
及
び
会
勢
拡
大
に
寄
与

す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の

事
務
局
体
制
の
強
化
及
び

必
要
な
予
算
措
置
等
に
つ

い
て
、
⑤
議
案
に
つ
い
て

は
平
成
30
年
度
が
理
事
改

選
年
度
に
当
た
っ
て
お
り
、

総
会
に
お
い
て
理
事
の
選

出
が
行
わ
れ
る
こ
と
等
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
す

べ
て
の
案
件
が
議
決
さ
れ
、

５
月
16
日
（
水
）
に
開
催

さ
れ
る
総
会
に
審
議
案
件

と
し
て
上
程
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
上
半
期
に

予
定
さ
れ
て
い
る
当
協
会

の
主
要
な
行
事
及
び
自
衛

隊
の
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
４
月
６
日
（
金
）

事
務
局
長
会

（
東
京
洋
服
会
館
）

○
４
月
８
日
（
日
）

第
１
師
団
創
立
56
周

年
記
念
行
事
（
陸
自
・

練
馬
駐
屯
地
）

○
５
月
16
日
（
水
）

第
53
回
定
期
総
会

（
防
衛
講
演
会
実
施
）

（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）

○
５
月
26
・
27
日

東
京
み
な
と
祭
り

（
艦
艇
広
報
）

○
８
月冨

士
総
合
火
力
演
習

（
東
富
士
演
習
場
）

○
10
月自

衛
隊
中
央
観
閲
式

（
朝
霞
訓
練
場
）

○
11
月自

衛
隊
音
楽
ま
つ
り

（
日
本
武
道
館
）

※
８
月
以
降
の
自
衛
隊
イ
ベ
ン

ト
は
未
確
定
で
す
。

な
お
、
時
期
は
未
定
で
す
が
、

第
１
師
団
の
射
撃
訓
練
、
各

種
競
技
会
等
が
企
画
さ
れ
る

よ
う
で
す
の
で
、
そ
の
都
度
、

会
報
ま
た
は
文
書
等
で
ご
案

内
し
ま
す
。
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東
京
都
防
衛
協
会
会
報

東
京
都
防
衛
協
会
会
報

東京都防協会東京都防協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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東
京
都
防
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会
は
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町
村
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東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、
２

月
20
日
、
東
京
洋
服
会
館
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で

平
成
29
年
度
理
事
会
を
開
催
、
５
月
16
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
第
53
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
審
議
案
件

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告
案
及
び
②
同
収
支
決
算
案
、

③
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
④
同
収
支
予
算
案
、

⑤
役
員
人
事
案
等
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
議
決

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
藤
信
久
一
等
陸
佐
の
防
衛

講
話
及
び
懇
親
会
（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）
を
実

施
し
、
30
年
度
の
活
動
に
向
け
て
の
準
備
を
開
始
し

ま
し
た
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、
２

月
20
日
、
東
京
洋
服
会
館
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で

平
成
29
年
度
理
事
会
を
開
催
、
５
月
16
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
第
53
回
定
期
総
会
に
上
程
す
る
審
議
案
件

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告
案
及
び
②
同
収
支
決
算
案
、

③
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
④
同
収
支
予
算
案
、

⑤
役
員
人
事
案
等
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
議
決

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
後
藤
信
久
一
等
陸
佐
の
防
衛

講
話
及
び
懇
親
会
（
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
）
を
実

施
し
、
30
年
度
の
活
動
に
向
け
て
の
準
備
を
開
始
し

ま
し
た
。

（
４
面
に
関
連
記
事
）

会
勢
拡
大
を
目
指
し
て
平
成
30
年
度
活
動
始
動
！

会
勢
拡
大
を
目
指
し
て
平
成
30
年
度
活
動
始
動
！

平
成
30
年
３
月
に
新
た
に
編

成
さ
れ
る
水
陸
機
動
団
（
い
わ

ゆ
る
日
本
版
海
兵
隊
）
は
、
万

が
一
島
嶼
を
占
拠
さ
れ
た
場
合
、

速
や
か
に
上
陸
・
奪
回
・
確
保

す
る
た
め
の
本
格
的
な
水
陸
両

用
作
戦
を
行
う
こ
と
を
主
な
任

務
と
す
る
陸
自
が
初
め
て
保
有

す
る
本
格
的
な
水
陸
両
用
作
戦

部
隊
で
す
。

西
部
方
面
隊
直
轄
部
隊
で
あ

る
西
部
方
面
普
通
科
連
隊
を
基

盤
に
、
３
個
連
隊
を
基
幹
（
３

個
連
隊
目
は
検
討
中
）
に
編
成

さ
れ
、
約
３
，
０
０
０
人
（
当

初
２
，
１
０
０
人
）
規
模
の
部

隊
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
３

個
連
隊
の
内
、
主
戦
力
と
な
る

第
１
連
隊
は
、
西
部
方
面
普
通

科
連
隊
を
発
展
的
に
改
組
し
団

本
部
と
共
に
佐
世
保
市
（
相
浦

駐
屯
地
及
び
海
上
自
衛
隊
佐
世

保
地
方
隊
崎
辺
地
区
）
に
拠
点

を
置
く
と
さ
れ
、
第
２
お
よ
び

第
３
連
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
７
０
０

人
か
ら
９
０
０
人
規
模
の
部
隊

と
な
る
予
定
。
各
連
隊
の
編
成

は
本
部
中
隊
、
水
陸
両
用
車

（
Ａ
Ａ
Ｖ
）
中
隊
、
ヘ
リ
ボ
ー

ン
中
隊
お
よ
び
ボ
ー
ト
中
隊

（
強
襲
戦
闘
偵
察
用
ボ
ー
ト
を

装
備
）
か
ら
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
作
戦
を
支
援

す
る
各
種
部
隊
が
編
成
さ
れ
ま

す
。
（
下
図
を
参
照
）

尚
、
戦
闘
上
陸
大
隊
は
、
Ａ

Ａ
Ｖ
を
装
備
し
、
特
科
大
隊
は
、

１
２
０
ミ
リ
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予
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用
ボ
ー
ト
を

装
備
）
か
ら
な
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
作
戦
を
支
援

す
る
各
種
部
隊
が
編
成
さ
れ
ま

す
。
（
下
図
を
参
照
）

尚
、
戦
闘
上
陸
大
隊
は
、
Ａ

Ａ
Ｖ
を
装
備
し
、
特
科
大
隊
は
、

１
２
０
ミ
リ
迫
撃
砲
を
装
備
す

る
予
定
で
す
。

常
任
理
事

武
内
誠
一

理
事
会
の
後
、
２
０
１

３
年
か
ら
16
年
ま
で
在
大

韓
民
国
日
本
大
使
館
防
衛

駐
在
官
と
し
て
勤
務
し
、

現
在
、
陸
幕
武
官
業
務
班

長
の
後
藤
信
久
１
等
陸
佐

に
「
韓
国
防
衛
駐
在
官
か

ら
み
た
韓
国
」
と
題
し
て

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
は
、
そ
も
そ
も
防

衛
駐
在
官
と
は
何
か
か
ら

始
ま
り
、
米
韓
連
合
軍
の

状
況
、
在
任
間
に
お
け
る

南
北
の
衝
突
事
案
、
南
と

北
が
考
え
る
統
一
方
策
、

韓
国
人
の
国
民
性
等
、
広

範
多
岐
に
わ
た
り
プ
ロ
と

し
て
の
鋭
い
視
点
か
ら
わ

か
り
易
く
説
明
し
て
頂
き

ま
し
た
。

聴
講
の
皆
さ
ん
は
、
次
々

に
映
し
出
さ
れ
る
リ
ア
ル

な
写
真
と
明
快
な
説
明
に

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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東京都防衛協会の皆様へ

ご承知のとおり、東京都は日本で最も入隊

適齢者（１８歳以上２７歳未満）人口が多く、

その東京都を担当する東京地本の自衛官募集

目標達成の成否は全自衛隊の充足に大きく関

係し、国家存立に係る国家防衛の任務を有す

る自衛隊の活動へも多大な影響を及ぼします。

一方、東京都の募集業務に関わる環境は、

有効求人倍率はバブル期以上の値を示すよう

に景気が好調であり、かつ少子化、高学歴化、

他公務員等との競合激化といった極めて厳し

い状況であります。

しかしながら、東京都には日本で最も多く

の入隊適齢者人口がいるという特性がありま

す。また、厚生労働省の統計によりますと、

新卒就職者の約３割の方が３年以内に一度就

職した職場を離職されるといった状況であり

ます。

以上のようなことを踏まえて、東京都防衛

協会としては、東京地本に対し出来る限りの

支援をしていきたいと考えておりますのでご

協力をお願いします。「就職はしたが、退職

をして現在定職に就いていない入隊適齢者」

も含み入隊適齢者の情報に関してご協力頂け

る会員は、東京地本までご一報ください。

連絡先：東京地本募集課

03-3260-0534（電話・ＦＡＸ共通）
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東京都防衛協会

理
事
の
皆
さ
ま
と
は
今

年
初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と

な
り
ま
す
。
少
し
時
期
は

遅
れ
ま
し
た
が
ま
ず
は
新

年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
の
２
月
に
は
当
協

会
の
50
周
年
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
、
記
念
行
事
と
い

う
形
で
お
祝
い
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
早
い
も
の

で
も
う
51
年
の
締
め
く
く

り
を
迎
え
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。

各
地
区
協
会
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
昭
島
市
、
あ

き
る
野
市
秋
川
地
区
、
羽

村
市
、
八
王
子
市
な
ど
が

50
周
年
を
、
東
久
留
米
市

が
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
記
念
行
事
を

計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
歴
史
あ
る
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
協
会
や
会
員

の
皆
さ
ま
が
、
私
ど
も
東

京
都
防
衛
協
会
と
と
も
に

歩
ん
で
来
て
頂
い
て
い
る

の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
日
本
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
の
環
境
は
皆

さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
相

変
わ
ら
ず
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

１
月
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
国
連
の
安
全
保
障
理
事

会
で
も
「
北
朝
鮮
問
題
が

喫
緊
の
国
際
問
題
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
が
理
事
国
の

間
で
共
有
さ
れ
、
米
国
は

「
北
朝
鮮
以
上
の
脅
威
は

な
い
」
と
断
言
し
て
い
ま

す
。
国
際
社
会
の
そ
の
よ

う
な
認
識
を
我
々
日
本
国

民
も
し
っ
か
り
と
共
有
し
、

協
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す

「
国
民
の
防
衛
意
識
の
普

及
・
高
揚
」
「
自
衛
隊
へ

の
支
援
・
協
力
」
と
い
う

こ
の
二
つ
を
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
の
為
に
推
進
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
の
会
議
で
は
５
月

16
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
第
53
回
定
期
総
会
に

上
程
す
る
議
題
に
つ
い
て

ご
審
議
頂
き
ま
す
が
、
時

間
の
許
す
限
り
活
発
で
忌

憚
の
な
い
意
見
交
換
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

各
協
会
の
今
後
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
発
展
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
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さ
ま
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は
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が
、
私
ど
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東
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に
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で
来
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頂
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る

の
だ
と
、
あ
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た
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て
感
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し
上
げ
る
次
第
で
す
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の
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の
と
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い
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の
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り
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す
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が
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で
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れ
、
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は

「
北
朝
鮮
以
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の
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威
は

な
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と
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。
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の
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よ
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な
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を
我
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日
本
国
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も
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と
共
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、
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目
的
で
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ま
す

「
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揚
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「
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の
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う

こ
の
二
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が
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の
平

和
と
繁
栄
の
為
に
推
進
し

て
参
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ょ
う
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本
日
の
会
議
で
は
５
月

16
日
に
予
定
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て
お
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す
第
53
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期
総
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に

上
程
す
る
議
題
に
つ
い
て

ご
審
議
頂
き
ま
す
が
、
時

間
の
許
す
限
り
活
発
で
忌

憚
の
な
い
意
見
交
換
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

各
協
会
の
今
後
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
発
展
を
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
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す
。

佃
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

佃
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

理事会で挨拶する佃会長理事会で挨拶する佃会長

東京地方協力本部の募集に協力しましょう！東京地方協力本部の募集に協力しましょう！

ＡＡＶー７（ウィキペディアより）ＡＡＶー７（ウィキペディアより）

水 陸 機 動 団水 陸 機 動 団防衛豆知識防衛豆知識

専
門
家
が
語
る
今
の
韓
国

専
門
家
が
語
る
今
の
韓
国

防
衛
講
演

防
衛
講
演

水陸両用戦訓練中の隊員
（西部方面隊ＨＰより）

水陸両用戦訓練中の隊員
（西部方面隊ＨＰより）

平
成
29
年
度
理
事
会
を
開
催

平
成
29
年
度
理
事
会
を
開
催

青
字
は
第
１
師
団
広
報
班
、

赤
字
は
東
京
地
本
渉
外
広
報

室
か
ら
の
情
報
提
供
で
す
。

青
字
は
第
１
師
団
広
報
班
、

赤
字
は
東
京
地
本
渉
外
広
報

室
か
ら
の
情
報
提
供
で
す
。



１
月
29
日
、
新
潟
県
佐

渡
市
で
大
規
模
な
断
水
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

１
月
30
日
か
ら
２
月
２
日

の
間
、
師
団
は
第
12
旅
団

の
増
援
と
し
て
、
第
１
師

団
給
水
支
援
隊
（
第
１
後

方
支
援
連
隊
、
第
１
普
通

科
連
隊
、
第
１
特
科
隊
、

第
１
通
信
大
隊
、
第
１
師

団
司
令
部
付
隊
）
を
派
遣

し
、
佐
渡
市
内
に
お
い
て

給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

各
部
隊
は
約
４
０
０
㌔
㍍

の
長
距
離
機
動
と
海
路
に

よ
る
移
動
に
併
せ
、
慣
れ

な
い
積
雪
地
で
の
活
動
に

も
か
か
わ
ら
ず
任
務
を
完

遂
し
た
。

ま
た
１
月
３
日
に
は
、

東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩

町
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
師
団
は
４
日
、

東
京
都
知
事
か
ら
の
災
害

派
遣
要
請
を
受
け
、
１
施

大
長
以
下
を
派
遣
し
、
奥

多
摩
町
で
の
災
害
対
策
本

部
と
の
連
絡
調
整
及
び
消

火
機
材
の
取
り
付
け
を
行

う
と
と
も
に
１
通
大
は
映

像
記
録
を
実
施
し
た
。
ま

た
１
飛
は
12
ヘ
リ
隊
の
支

援
を
受
け
空
中
消
火
を
実

施
し
て
早
期
の
鎮
圧
に
寄

与
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
の
12
月
17

日
に
は
、
山
梨
県
上
野
原

市
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
18
日
、
山
梨
県

知
事
か
ら
第
１
特
科
隊
長

に
対
し
て
災
害
派
遣
要
請

が
あ
り
、
同
隊
は
、
災
害

対
策
本
部
と
の
連
絡
調
整
、

ヘ
リ
へ
の
消
火
機
材
の
取

り
付
け
及
び
鎮
火
確
認
を

行
う
と
と
も
に
、
１
飛
は

12
ヘ
リ
隊
の
支
援
を
受
け

空
中
消
火
を
実
施
し
任
務

を
完
遂
し
た
。

大
規
模
断
水
に
伴
う
給

水
支
援
を
実
施
し
た
１
後

支
連
補
給
隊

西
宮
３
曹
は

「
慣
れ
な
い
積
雪
地
で
の

活
動
で
あ
っ
た
た
め
安
全

運
転
を
心
掛
け
た
。
寒
さ

が
厳
し
か
っ
た
が
、
無
事

任
務
完
遂
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

ま
た
本
災
害
派
遣
活
動

に
対
し
、
山
梨
県
か
ら
１

特
、
１
飛
が
、
奥
多
摩
町

か
ら
１
施
大
及
び
１
飛
が
、

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
受
賞

し
た
。

第
１
飛
行
隊
は
１
月
10

日
、
東
京
都
及
び
神
奈
川

県
上
空
に
お
い
て
Ｕ
Ｈ
‐

１
Ｊ
４
機
に
よ
る
年
頭
編

隊
飛
行
訓
練
を
実
施
し
、

平
成
30
年
に
お
け
る
航
空

安
全
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
た
。

視
察
し
た
師
団
長
は
、

訓
示
に
お
い
て
１
飛
隊
員

の
昨
年
の
活
躍
を
称
え
る

と
と
も
に
、
今
年
の
無
事

故
と
更
な
る
飛
躍
を
訓
示

し
た
。

師
団
は
12
月
４
日
か
ら

11
日
ま
で
の
間
、
厳
冬
の

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

第
１
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

町
中
１
佐
）
、
第
１
特

科
隊
（
隊
長

佐
藤
１
佐
）
、

第
１
施
設
大
隊
（
大
隊
長

能
村
２
佐
）
及
び
第
１
飛

行
隊
（
隊
長

井
上
２
佐
）

の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、

教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価

し
て
、
そ
の
進
歩
向
上
を

促
し
た
。

編
成
完
結
式
の
訓
示
に

お
い
て
統
裁
官
（
師
団
長
）

は
「
指
揮
官
の
企
図
及
び

命
令
を
徹
底

せ
よ
」

、

「
常
に
敵
を
意
識
し
、
部

隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊

員
の
基
礎
動
作
を
徹
底
せ

よ
」
、
「
管
理
を
万
全
と

し
、
徹
底
せ
よ
」
の
３
点

を
要
望
し
訓
練
検
閲
は
開

始
さ
れ
た
。

１
普
連
は
師
団
の
支
作

戦
正
面
を
担
任
す
る
増
強

普
通
科
連
隊
と
し
て
、
夜

間
の
約
40
㌔
㍍
の
徒
歩
行

進
に
引
き
続
き
陣
地
防
御

し
、
敵
の
侵
攻
を
阻
止
し

た
。１

特
は
師
団
の
作
戦
に

お
け
る
火
力
戦
闘
の
骨
幹

部
隊
と
し
て
、
夜
間
の
車

両
行
進
に
引
き
続
き
、
師

団
の
防
御
戦
闘
に
お
け
る

火
力
運
用
を
統
制
し
て
、

重
要
目
標
リ
ス
ト
に
基
づ

く
火
力
戦
闘
を
行
い
、
師

団
の
任
務
完
遂
に
寄
与
し

た
。１

施
大
は
夜
間
の
車
両

行
進
に
引
き
続
き
、
師
団

保
有
の
機
械
力
を
適
切
に

運
用
し
、
師
団
指
揮
所
の

構
築
、
防
御
部
隊
等
に
対

す
る
陣
地
構
築
支
援
、
障

害
構
成
等
を
積
極
的
に
実

施
し
た
。

１
飛
は
師
団
の
作
戦
に

お
け
る
戦
闘
支
援
部
隊
と

し
て
、
立
川
及
び
練
馬
駐

屯
地
か
ら
の
展
開
及
び
車

両
行
進
に
引
き
続
き
、
飛

行
展
開
地
を
占
領
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦
闘
、

Ｅ
Ｅ
Ｉ
（
情
報
主
要
素
）

解
明
に
資
す
る
航
空
偵
察

等
、
戦
闘
を
空
中
か
ら
支

援
し
た
。

各
部
隊
は
未
明
の
気
温

が
氷
点
下
に
ま
で
下
が
る

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
各
々
の
任
務

を
完
遂
し
た
。

ま
た
、
本
訓
練
検
閲
に

お
い
て
は
５
夜
６
日
に
わ

た
る
戦
術
行
動
の
後
、
１

普
連
は
総
合
戦
闘
射
撃
、

１
特
は
89
式
小
銃
応
用
射

撃
、
１
施
大
は
89
式
小
銃

応
用
射
撃
、
１
飛
は
89
式

小
銃
及
び
９
㍉
拳
銃
の
応

用
射
撃
に
よ
る
実
射
検
閲

を
実
施
し
併
せ
て
評
価
し

た
。

（
師
団

広
報
班
）

東
京
地
本
予
備
自
衛
官

課
は
、
平
成
29
年
12
月
４

日
（
月
）
、
予
備
自
衛
官

雇
用
主
等
（
５
社
７
名
）

に
対
し
、
朝
霞
駐
屯
地
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
予
備

自
衛
官
５
日
間
訓
練
の
見

学
を
東
部
方
面
通
信
群
、

東
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支

援
隊
及
び
第
32
普
通
科
連

隊
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
。本

見
学
は
、
予
備
自
衛

官
等
制
度
へ
の
理
解
の
深

化
を
図
り
、
出
頭
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
よ
り

一
層
の
防
衛
省
・
自
衛
隊

へ
の
理
解
・
協
力
を
期
す

目
的
で
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

当
初
、
地
本
の
任
務
及

び
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

即
応
予
備
自
衛
官
制
度
に

つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
予

備
自
衛
官
の
居
室
、
戦
闘

射
撃
訓
練
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

（
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）
及
び
野

外
に
お
け
る
通
信
訓
練
を

見
学
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
有

事
の
際
の
予
備
自
衛
官
の

役
割
が
理
解
で
き
た
。
」
、

「
実
際
の
訓
練
内
容
を
見

て
、
そ
の
大
変
さ
や
重
要

性
を
理
解
で
き
た
。
」
、

「
訓
練
担
任
部
隊
・
教
官

の
熱
心
な
姿
、
予
備
自
衛

官
の
真
摯
な
姿
に
感
動
し

た
。
」
等
の
感
想
の
他
、

「
是
非
今
後
も
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

予
備
自
衛
官
課
は
、
今

後
も
、
様
々
な
企
画
を
通

じ
、
雇
用
主
等
の
制
度
へ

の
一
層
の
理
解
促
進
に
努

め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

東
京
地
本
城
東
地
区
隊

は
、
学
生
及
び
担
任
教
員

の
自
衛
隊
へ
の
関
心
と
理

解
を
促
進
し
防
衛
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

防
衛
基
盤
の
拡
充
を
目
的

と
し
て
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
高

等
学
院
学
生
等
に
対
す
る

朝
霞
駐
屯
地
部
隊
研
修
を

実
施
し
た
。

当
日
は
、
小
春
日
和
の

天
候
に
恵
ま
れ
、
担
任
の

教
員
３
名
を
含
む
計
21
名

が
参
加
し
た
。

研
修
で
は
、
自
衛
隊
体

育
学
校
の
広
報
展
示
室
や

練
習
場
、
女
性
自
衛
官
教

育
隊
の
陸
曹
候
補
生
課
程

に
入
校
し
て
い
る
隊
員
の

訓
練
風
景
及
び
陸
上
自
衛

隊
広
報
セ
ン
タ
ー
の
見
学

を
行
っ
た
。

特
に
、
体
育
学
校
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

三
宅
義
信
選
手
（
元
東
京

地
本
広
報
室
長
）
が
当
時

挙
げ
た
も
の
と
同
じ
重
量

の
バ
ー
ベ
ル
等
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
広
報
担
当
者

か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
入
る
者
や
バ
ー
ベ
ル
を

持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
者

等
、
と
て
も
感
動
し
て
い

る
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
広
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
迷
彩
服
を
試
着
し
施

設
内
で
記
念
撮
影
を
行
っ

た
り
、
Ａ
Ｈ
―
１
Ｓ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
及
び
３
Ｄ
シ
ア

タ
ー
を
体
験
し
、
自
衛
隊

へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
様
子
で
あ
っ
た
。

参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
今
日
参
加
し
な
か
っ
た

生
徒
は
絶
対
に
損
を
し
て

い
る
。
す
べ
て
が
貴
重
だ
っ

た
。
」
と
の
感
想
を
頂
く

と
と
も
に
、
同
行
し
た
担

任
の
教
員
か
ら
は
「
是
非

ま
た
来
年
も
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
の
お
話
を
頂
い

た
。城

東
地
区
隊
で
は
、
引

き
続
き
各
部
隊
等
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
学
生
等

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
自

衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
研
修

を
積
極
的
に
企
画
し
て
ゆ

く
と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

１
月
29
日
、
新
潟
県
佐

渡
市
で
大
規
模
な
断
水
が

発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、

１
月
30
日
か
ら
２
月
２
日

の
間
、
師
団
は
第
12
旅
団

の
増
援
と
し
て
、
第
１
師

団
給
水
支
援
隊
（
第
１
後

方
支
援
連
隊
、
第
１
普
通

科
連
隊
、
第
１
特
科
隊
、

第
１
通
信
大
隊
、
第
１
師

団
司
令
部
付
隊
）
を
派
遣

し
、
佐
渡
市
内
に
お
い
て

給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

各
部
隊
は
約
４
０
０
㌔
㍍

の
長
距
離
機
動
と
海
路
に

よ
る
移
動
に
併
せ
、
慣
れ

な
い
積
雪
地
で
の
活
動
に

も
か
か
わ
ら
ず
任
務
を
完

遂
し
た
。

ま
た
１
月
３
日
に
は
、

東
京
都
西
多
摩
郡
奥
多
摩

町
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
師
団
は
４
日
、

東
京
都
知
事
か
ら
の
災
害

派
遣
要
請
を
受
け
、
１
施

大
長
以
下
を
派
遣
し
、
奥

多
摩
町
で
の
災
害
対
策
本

部
と
の
連
絡
調
整
及
び
消

火
機
材
の
取
り
付
け
を
行

う
と
と
も
に
１
通
大
は
映

像
記
録
を
実
施
し
た
。
ま

た
１
飛
は
12
ヘ
リ
隊
の
支

援
を
受
け
空
中
消
火
を
実

施
し
て
早
期
の
鎮
圧
に
寄

与
し
た
。

さ
ら
に
昨
年
の
12
月
17

日
に
は
、
山
梨
県
上
野
原

市
で
発
生
し
た
山
林
火
災

に
伴
い
、
18
日
、
山
梨
県

知
事
か
ら
第
１
特
科
隊
長

に
対
し
て
災
害
派
遣
要
請

が
あ
り
、
同
隊
は
、
災
害

対
策
本
部
と
の
連
絡
調
整
、

ヘ
リ
へ
の
消
火
機
材
の
取

り
付
け
及
び
鎮
火
確
認
を

行
う
と
と
も
に
、
１
飛
は

12
ヘ
リ
隊
の
支
援
を
受
け

空
中
消
火
を
実
施
し
任
務

を
完
遂
し
た
。

大
規
模
断
水
に
伴
う
給

水
支
援
を
実
施
し
た
１
後

支
連
補
給
隊

西
宮
３
曹
は

「
慣
れ
な
い
積
雪
地
で
の

活
動
で
あ
っ
た
た
め
安
全

運
転
を
心
掛
け
た
。
寒
さ

が
厳
し
か
っ
た
が
、
無
事

任
務
完
遂
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

ま
た
本
災
害
派
遣
活
動

に
対
し
、
山
梨
県
か
ら
１

特
、
１
飛
が
、
奥
多
摩
町

か
ら
１
施
大
及
び
１
飛
が
、

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
受
賞

し
た
。

第
１
飛
行
隊
は
１
月
10

日
、
東
京
都
及
び
神
奈
川

県
上
空
に
お
い
て
Ｕ
Ｈ
‐

１
Ｊ
４
機
に
よ
る
年
頭
編

隊
飛
行
訓
練
を
実
施
し
、

平
成
30
年
に
お
け
る
航
空

安
全
を
祈
願
す
る
と
と
も

に
、
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
た
。

視
察
し
た
師
団
長
は
、

訓
示
に
お
い
て
１
飛
隊
員

の
昨
年
の
活
躍
を
称
え
る

と
と
も
に
、
今
年
の
無
事

故
と
更
な
る
飛
躍
を
訓
示

し
た
。

師
団
は
12
月
４
日
か
ら

11
日
ま
で
の
間
、
厳
冬
の

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

第
１
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

町
中
１
佐
）
、
第
１
特

科
隊
（
隊
長

佐
藤
１
佐
）
、

第
１
施
設
大
隊
（
大
隊
長

能
村
２
佐
）
及
び
第
１
飛

行
隊
（
隊
長

井
上
２
佐
）

の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、

教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価

し
て
、
そ
の
進
歩
向
上
を

促
し
た
。

編
成
完
結
式
の
訓
示
に

お
い
て
統
裁
官
（
師
団
長
）

は
「
指
揮
官
の
企
図
及
び

命
令
を
徹
底

せ
よ
」

、

「
常
に
敵
を
意
識
し
、
部

隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊

員
の
基
礎
動
作
を
徹
底
せ

よ
」
、
「
管
理
を
万
全
と

し
、
徹
底
せ
よ
」
の
３
点

を
要
望
し
訓
練
検
閲
は
開

始
さ
れ
た
。

１
普
連
は
師
団
の
支
作

戦
正
面
を
担
任
す
る
増
強

普
通
科
連
隊
と
し
て
、
夜

間
の
約
40
㌔
㍍
の
徒
歩
行

進
に
引
き
続
き
陣
地
防
御

し
、
敵
の
侵
攻
を
阻
止
し

た
。１

特
は
師
団
の
作
戦
に

お
け
る
火
力
戦
闘
の
骨
幹

部
隊
と
し
て
、
夜
間
の
車

両
行
進
に
引
き
続
き
、
師

団
の
防
御
戦
闘
に
お
け
る

火
力
運
用
を
統
制
し
て
、

重
要
目
標
リ
ス
ト
に
基
づ

く
火
力
戦
闘
を
行
い
、
師

団
の
任
務
完
遂
に
寄
与
し

た
。１

施
大
は
夜
間
の
車
両

行
進
に
引
き
続
き
、
師
団

保
有
の
機
械
力
を
適
切
に

運
用
し
、
師
団
指
揮
所
の

構
築
、
防
御
部
隊
等
に
対

す
る
陣
地
構
築
支
援
、
障

害
構
成
等
を
積
極
的
に
実

施
し
た
。

１
飛
は
師
団
の
作
戦
に

お
け
る
戦
闘
支
援
部
隊
と

し
て
、
立
川
及
び
練
馬
駐

屯
地
か
ら
の
展
開
及
び
車

両
行
進
に
引
き
続
き
、
飛

行
展
開
地
を
占
領
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
火
力
戦
闘
、

Ｅ
Ｅ
Ｉ
（
情
報
主
要
素
）

解
明
に
資
す
る
航
空
偵
察

等
、
戦
闘
を
空
中
か
ら
支

援
し
た
。

各
部
隊
は
未
明
の
気
温

が
氷
点
下
に
ま
で
下
が
る

厳
し
い
寒
さ
の
中
、
日
ご

ろ
の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
各
々
の
任
務

を
完
遂
し
た
。

ま
た
、
本
訓
練
検
閲
に

お
い
て
は
５
夜
６
日
に
わ

た
る
戦
術
行
動
の
後
、
１

普
連
は
総
合
戦
闘
射
撃
、

１
特
は
89
式
小
銃
応
用
射

撃
、
１
施
大
は
89
式
小
銃

応
用
射
撃
、
１
飛
は
89
式

小
銃
及
び
９
㍉
拳
銃
の
応

用
射
撃
に
よ
る
実
射
検
閲

を
実
施
し
併
せ
て
評
価
し

た
。

（
師
団

広
報
班
）

東
京
地
本
予
備
自
衛
官

課
は
、
平
成
29
年
12
月
４

日
（
月
）
、
予
備
自
衛
官

雇
用
主
等
（
５
社
７
名
）

に
対
し
、
朝
霞
駐
屯
地
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
予
備

自
衛
官
５
日
間
訓
練
の
見

学
を
東
部
方
面
通
信
群
、

東
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支

援
隊
及
び
第
32
普
通
科
連

隊
の
協
力
を
得
て
実
施
し

た
。本

見
学
は
、
予
備
自
衛

官
等
制
度
へ
の
理
解
の
深

化
を
図
り
、
出
頭
環
境
を

整
え
る
と
と
も
に
、
よ
り

一
層
の
防
衛
省
・
自
衛
隊

へ
の
理
解
・
協
力
を
期
す

目
的
で
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

当
初
、
地
本
の
任
務
及

び
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

即
応
予
備
自
衛
官
制
度
に

つ
い
て
紹
介
し
た
後
、
予

備
自
衛
官
の
居
室
、
戦
闘

射
撃
訓
練
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

（
Ｇ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）
及
び
野

外
に
お
け
る
通
信
訓
練
を

見
学
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
有

事
の
際
の
予
備
自
衛
官
の

役
割
が
理
解
で
き
た
。
」
、

「
実
際
の
訓
練
内
容
を
見

て
、
そ
の
大
変
さ
や
重
要

性
を
理
解
で
き
た
。
」
、

「
訓
練
担
任
部
隊
・
教
官

の
熱
心
な
姿
、
予
備
自
衛

官
の
真
摯
な
姿
に
感
動
し

た
。
」
等
の
感
想
の
他
、

「
是
非
今
後
も
協
力
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と

い
う
声
も
聞
か
れ
た
。

予
備
自
衛
官
課
は
、
今

後
も
、
様
々
な
企
画
を
通

じ
、
雇
用
主
等
の
制
度
へ

の
一
層
の
理
解
促
進
に
努

め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

東
京
地
本
城
東
地
区
隊

は
、
学
生
及
び
担
任
教
員

の
自
衛
隊
へ
の
関
心
と
理

解
を
促
進
し
防
衛
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

防
衛
基
盤
の
拡
充
を
目
的

と
し
て
、
Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
高

等
学
院
学
生
等
に
対
す
る

朝
霞
駐
屯
地
部
隊
研
修
を

実
施
し
た
。

当
日
は
、
小
春
日
和
の

天
候
に
恵
ま
れ
、
担
任
の

教
員
３
名
を
含
む
計
21
名

が
参
加
し
た
。

研
修
で
は
、
自
衛
隊
体

育
学
校
の
広
報
展
示
室
や

練
習
場
、
女
性
自
衛
官
教

育
隊
の
陸
曹
候
補
生
課
程

に
入
校
し
て
い
る
隊
員
の

訓
練
風
景
及
び
陸
上
自
衛

隊
広
報
セ
ン
タ
ー
の
見
学

を
行
っ
た
。

特
に
、
体
育
学
校
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た

三
宅
義
信
選
手
（
元
東
京

地
本
広
報
室
長
）
が
当
時

挙
げ
た
も
の
と
同
じ
重
量

の
バ
ー
ベ
ル
等
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
広
報
担
当
者

か
ら
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
入
る
者
や
バ
ー
ベ
ル
を

持
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
者

等
、
と
て
も
感
動
し
て
い

る
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
広
報
セ
ン
タ
ー
で

は
、
迷
彩
服
を
試
着
し
施

設
内
で
記
念
撮
影
を
行
っ

た
り
、
Ａ
Ｈ
―
１
Ｓ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
及
び
３
Ｄ
シ
ア

タ
ー
を
体
験
し
、
自
衛
隊

へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
様
子
で
あ
っ
た
。

参
加
し
た
学
生
か
ら
は

「
今
日
参
加
し
な
か
っ
た

生
徒
は
絶
対
に
損
を
し
て

い
る
。
す
べ
て
が
貴
重
だ
っ

た
。
」
と
の
感
想
を
頂
く

と
と
も
に
、
同
行
し
た
担

任
の
教
員
か
ら
は
「
是
非

ま
た
来
年
も
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
の
お
話
を
頂
い

た
。城

東
地
区
隊
で
は
、
引

き
続
き
各
部
隊
等
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
学
生
等

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
自

衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
研
修

を
積
極
的
に
企
画
し
て
ゆ

く
と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（８号） 平成３０年４月１日（２） 東京都防衛協会会報（８号） 平成３０年４月１日

陸
上
自
衛
隊
東
立
川
駐

屯
地
は
、
東
京
都
立
川
市

の
東
側
に
位
置
し
、
昭
和

26
年
、
陸
軍
獣
医
資
材
本

廠
跡
地
に
武
器
補
給
処
、

通
信
補
給
処
、
衛
生
補
給

処
及
び
武
器
学
校
の
新
編
、

福
知
山
駐
屯
地
か
ら
第
５

０
２
測
量
中
隊
の
移
駐
に

よ
り
立
川
駐
屯
地
（
旧
）

と
し
て
、
こ
の
地
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
測
量
中
隊
は
昭

和
29
年
に
廃
止
さ
れ
第
１

０
１
測
量
大
隊
が
新
編
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
技

術
研
究
本
部
第
３
研
究
所

（
現
航
空
装
備
研
究
所
）

航
空
自
衛
隊
第
１
補
給
処

立
川
支
処
並
び
に
航
空
医

学
実
験
隊
が
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

38
年
に
は
立
川
駐
屯
地

（
旧
）
が
廃
止
と
な
り
、

小
平
駐
屯
地
立
川
分
屯
地

と
な
り
ま
し
た
が
、
49
年

に
再
び
駐
屯
地
と
し
て
開

設
さ
れ
、
そ
の
際
名
称
は
、

東
立
川
駐
屯
地
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

創
立
以
来
幾
多
の
改
編

等
を
経
て
、
現
在
は
防
衛

省
唯
一
の
地
理
情
報
専
門

部
隊
で
あ
る
地
理
情
報
隊

を
は
じ
め
駐
屯
地
を
支
え

る
陸
上
自
衛
隊
の
各
諸
隊

が
駐
屯
す
る
他
、
航
空
自

衛
隊
及
び
防
衛
装
備
庁
等

の
指
揮
系
統
が
異
な
る
13

個
の
様
々
な
部
隊
・
機
関

が
共
同
使
用
し
て
い
ま
す
。

東
立
川
駐
屯
地
で
は
、

夏
ま
つ
り
（
立
川
市
・
国

立
市
・
昭
島
市
・
青
梅
市
・

日
野
市
防
衛
協
会
共
催
）

に
お
い
て
一
般
開
放
を
行

い
、
地
域
の
方
々
、
各
協

力
団
体
、
Ｏ
Ｂ
及
び
隊
員

家
族
と
の
交
流
及
び
親
睦

を
図
り
、
「
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
信
頼
さ
れ
魅
力

あ
る
駐
屯
地
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
と
と
も
に

隊
員
一
同
、
皆
様
の
期
待

や
信
頼
に
応
じ
ら
れ
る
よ

う
隊
務
に
精
励
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
東
立
川
駐
屯
地
広
報
班
）

陸
上
自
衛
隊
東
立
川
駐

屯
地
は
、
東
京
都
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市

の
東
側
に
位
置
し
、
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和

26
年
、
陸
軍
獣
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資
材
本

廠
跡
地
に
武
器
補
給
処
、

通
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補
給
処
、
衛
生
補
給

処
及
び
武
器
学
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の
新
編
、

福
知
山
駐
屯
地
か
ら
第
５

０
２
測
量
中
隊
の
移
駐
に

よ
り
立
川
駐
屯
地
（
旧
）

と
し
て
、
こ
の
地
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
測
量
中
隊
は
昭

和
29
年
に
廃
止
さ
れ
第
１

０
１
測
量
大
隊
が
新
編
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
技

術
研
究
本
部
第
３
研
究
所

（
現
航
空
装
備
研
究
所
）

航
空
自
衛
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第
１
補
給
処

立
川
支
処
並
び
に
航
空
医

学
実
験
隊
が
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

38
年
に
は
立
川
駐
屯
地

（
旧
）
が
廃
止
と
な
り
、

小
平
駐
屯
地
立
川
分
屯
地

と
な
り
ま
し
た
が
、
49
年

に
再
び
駐
屯
地
と
し
て
開

設
さ
れ
、
そ
の
際
名
称
は
、

東
立
川
駐
屯
地
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

創
立
以
来
幾
多
の
改
編

等
を
経
て
、
現
在
は
防
衛

省
唯
一
の
地
理
情
報
専
門

部
隊
で
あ
る
地
理
情
報
隊

を
は
じ
め
駐
屯
地
を
支
え

る
陸
上
自
衛
隊
の
各
諸
隊

が
駐
屯
す
る
他
、
航
空
自

衛
隊
及
び
防
衛
装
備
庁
等

の
指
揮
系
統
が
異
な
る
13

個
の
様
々
な
部
隊
・
機
関

が
共
同
使
用
し
て
い
ま
す
。

東
立
川
駐
屯
地
で
は
、

夏
ま
つ
り
（
立
川
市
・
国

立
市
・
昭
島
市
・
青
梅
市
・

日
野
市
防
衛
協
会
共
催
）

に
お
い
て
一
般
開
放
を
行

い
、
地
域
の
方
々
、
各
協

力
団
体
、
Ｏ
Ｂ
及
び
隊
員

家
族
と
の
交
流
及
び
親
睦

を
図
り
、
「
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
信
頼
さ
れ
魅
力

あ
る
駐
屯
地
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
と
と
も
に

隊
員
一
同
、
皆
様
の
期
待

や
信
頼
に
応
じ
ら
れ
る
よ

う
隊
務
に
精
励
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
東
立
川
駐
屯
地
広
報
班
）

東立川駐屯地東立川駐屯地

師団ＦＢ

ＱＲコード

師団ＦＢ

ＱＲコード

地本Twitter

ＱＲコード

地本Twitter

ＱＲコード

駐屯地正門風景駐屯地正門風景

夏まつり（新隊員によるヨサコイ踊り）夏まつり（新隊員によるヨサコイ踊り）

第
１
師
団
（
師
団
長

柴
田
陸
将
）
は
昨
年
末

か
ら
今
年
の
始
め
に
か
け
て
発
生
し
た
山
林
火
災

に
お
け
る
空
中
消
火
及
び
大
規
模
断
水
に
伴
う
給

水
支
援
の
３
件
の
災
害
派
遣
任
務
に
即
動
し
て
任

務
を
完
遂
し
、
民
生
の
安
定
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

第
１
師
団
（
師
団
長

柴
田
陸
将
）
は
昨
年
末

か
ら
今
年
の
始
め
に
か
け
て
発
生
し
た
山
林
火
災

に
お
け
る
空
中
消
火
及
び
大
規
模
断
水
に
伴
う
給

水
支
援
の
３
件
の
災
害
派
遣
任
務
に
即
動
し
て
任

務
を
完
遂
し
、
民
生
の
安
定
に
大
き
く
寄
与
し
た
。奥多摩町において消火機材の

取り付け作業をする１施大
奥多摩町において消火機材の
取り付け作業をする１施大

佐渡市において給水支援を行う

第１後方支援連隊

佐渡市において給水支援を行う

第１後方支援連隊

航
空
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
！

航
空
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
！

視察する柴田師団長視察する柴田師団長

厳
冬
の
富
士
で

防
御
戦
闘

４
個
部
隊
を
検
閲
す
る

厳
冬
の
富
士
で

防
御
戦
闘

４
個
部
隊
を
検
閲
す
る逆襲戦闘をする第１普通科

連隊

逆襲戦闘をする第１普通科

連隊

災
害
派
遣
任
務
を
完
遂
！

災
害
派
遣
任
務
を
完
遂
！

各
地
で
民
生
の
安
定
に
寄
与

各
地
で
民
生
の
安
定
に
寄
与

予
備
自
衛
官
雇
用

主
等
訓
練
見
学
を

実
施

予
備
自
衛
官
雇
用

主
等
訓
練
見
学
を

実
施

野外における通信訓練を見学野外における通信訓練を見学

朝
霞
駐
屯
地
部
隊

研
修
で
自
衛
隊
を

Ｐ
Ｒ

朝
霞
駐
屯
地
部
隊

研
修
で
自
衛
隊
を

Ｐ
Ｒ

バーベルの説明を受ける
参加者
バーベルの説明を受ける
参加者迷彩服に身を包む参加者迷彩服に身を包む参加者



昭
島
市
防
衛
協
会
は
昭

和
43
年
10
月
に
発
足
し
、

今
年
50
年
目
を
迎
え
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
当
協
会
の

創
立
50
周
年
記
念
式
典
を

平
成
30

年
６
月
２
日
に

「
フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン
昭
和

館
」
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
運
営
の
準
備

に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
東

京
都
防
衛
協
会
や
各
駐
屯

地
の
司
令
の
皆
様
や
、
近

隣
防
衛
協
会
の
皆
様
、
ご

支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
賛

助
会
員
の
皆
様
も
ご
招
待

し
、
役
員
も
含
め
て
成
功

裏
に
開
催
で
き
る
こ
と
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

去
る
１
月
20
日
に
役
員

の
新
年
会
を
昭
島
の
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
致

し
ま
し
た
。
尚
、
今
年
は

50
周
年
の
記
念
式
典
が
あ

る
の
で
関
係
各
位
の
皆
様

を
ご
招
待
せ
ず
に
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
当
協
会
に
ご
支

援
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

新
年
会
の
前
に
恒
例
の

役
員
会
を
開
催
し
今
年
の

会
員
増
強
目
標
や
、
50
周

年
記
念
行
事
の
詳
細
に
つ

い
て
討
議
を
行
い
承
認
得

ま
し
た
。

新
年
会
で
は
、
中
島
会

長
よ
り
50
周
年
記
念
式
典

に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
の

年
頭
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、

特
別
に
表
敬
訪
問
を
し
て

い
た
だ
い
た
衆
議
院
議
員

の
井
上
信
治
先
生
の
乾
杯

の
音
頭
で
和
や
か
の
う
ち

に
会
は
進
行
し
時
間
の
経

過
も
忘
れ
る
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
今
年
か
ら
当
協
会
は

東
京
地
方
協
力
本
部
立
川

出
張
所
や
自
衛
隊
家
族
会

の
皆
様
と
連
携
し
「
昭
島

く
じ
ら
祭
り
」
や
「
昭
島

産
業
祭
り
」
の
会
場
で
、

自
衛
隊
入
隊
者
募
集
の
支

援
活
動
に
本
格
的
に
参
加

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

事
務
局
長

大
野
義
孝

我
が
武
蔵
野
市
防
衛
協
会

は
、
平
成
14
年
に
設
立
し
、

本
年
16
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
20
年
に

青
年
部
を
、
平
成
23
年
に

女
性
部
を
創
設
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

『
防
衛
意
識
の
高
揚
』

を
図
る
た
め
、
平
和
と
防

衛
に
つ
い
て
考
え
行
動
す

る
を
目
的
に
「
日
本
の
安

全
、
安
心
、
平
和
」
に
関

心
を
も
っ
て
市
民
の
立
場

か
ら
広
く
防
衛
意
識
の
普

及
高
揚
を
図
る
と
と
も
に

自
衛
隊
を
激
励
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ

う
な
広
範
な
活
動
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
和
に
寄
せ
る
思
い
・
・

世
界
各
地
で
テ
ロ
や
紛
争

の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
な

い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平

和
へ
の
思
い
、
平
和
を
後

世

に

伝
え

る

取

り
組

み

「
平
和
」
を
、
様
々
な
角

度
か
ら
種
々
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

平
和
と
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
に
日
夜
努
力
し

て
い
る
自
衛
隊
の
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
、
私
た
ち

の
で
き
る
こ
と
は
何
か
？

ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
？

日
本
の
国
防
、
そ
し
て
私

た
ち
の
安
全
・
安
心
へ
の

学
び
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
目
的

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
具

体
的
な
事
業
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
①
自
衛

隊
の
行
動
支
援
、
②
募
集

援
護
協
力
、
③
部
隊
見
学

等
の
実
施
研
修
、
④
諸
講

演
会
等
の
実
施
参
加
、
⑤

友
好
諸
団
体
と
の
連
携
協

力
、
⑥
そ
の
他
諸
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
事
業
活

動
・
・
・
等
、
時
局
に
あ
っ

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。事

務
局
長

森
田
晴
雄

檜
原
村
は
、
東
京
都
の

西
端
に
位
置
し
、
大
部
分

が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公

園
に
属
し
た
自
然
に
恵
ま

れ
た
緑
豊
か
な
森
と
清
流

の
村
で
す
。

東
京
都
で
唯
一
、
日
本

の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
い

る
「
払
沢
の
滝
」
や
都
天

然
記
念
物
の
「
神
戸
岩
」

が
観
光
地
と
し
て
年
間
を

通
し
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

檜
原
村
防
衛
協
会
は
、

昭
和
52
年
に
発
足
し
現
在

会
員
数
は
１
５
３
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域

で
あ
る
檜
原
村
は
、
少
子

化
が
進
み
新
規
入
会
者
は

少
な
く
会
員
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
主
な
活
動
は
総
会
時

に
行
う
視
察
及
び
見
学
の

み
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
も
年
一
回
の
総
会
を

兼
ね
、
陸
・
海
・
空
・
各

自
衛
隊
関
連
施
設
の
視
察

や
、
迫
力
あ
る
富
士
総
合

火
力
演
習
の
見
学
を
行
い

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
自
衛
隊
関
連

施
設
の
視
察
及
び
見
学
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
衛
隊
の
必
要
性
、
組
織

力
の
す
ば
ら
し
さ
、
ま
た
、

自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
継
続
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

事
務
局
長

坂
本
政
人

昭
島
市
防
衛
協
会
は
昭

和
43
年
10
月
に
発
足
し
、

今
年
50
年
目
を
迎
え
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
当
協
会
の

創
立
50
周
年
記
念
式
典
を

平
成
30

年
６
月
２
日
に

「
フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン
昭
和

館
」
で
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
、
現
在
運
営
の
準
備

に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
東

京
都
防
衛
協
会
や
各
駐
屯

地
の
司
令
の
皆
様
や
、
近

隣
防
衛
協
会
の
皆
様
、
ご

支
援
を
頂
い
て
い
ま
す
賛

助
会
員
の
皆
様
も
ご
招
待

し
、
役
員
も
含
め
て
成
功

裏
に
開
催
で
き
る
こ
と
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

去
る
１
月
20
日
に
役
員

の
新
年
会
を
昭
島
の
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
致

し
ま
し
た
。
尚
、
今
年
は

50
周
年
の
記
念
式
典
が
あ

る
の
で
関
係
各
位
の
皆
様

を
ご
招
待
せ
ず
に
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
当
協
会
に
ご
支

援
を
賜
り
た
く
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

新
年
会
の
前
に
恒
例
の

役
員
会
を
開
催
し
今
年
の

会
員
増
強
目
標
や
、
50
周

年
記
念
行
事
の
詳
細
に
つ

い
て
討
議
を
行
い
承
認
得

ま
し
た
。

新
年
会
で
は
、
中
島
会

長
よ
り
50
周
年
記
念
式
典

に
向
け
て
頑
張
ろ
う
と
の

年
頭
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、

特
別
に
表
敬
訪
問
を
し
て

い
た
だ
い
た
衆
議
院
議
員

の
井
上
信
治
先
生
の
乾
杯

の
音
頭
で
和
や
か
の
う
ち

に
会
は
進
行
し
時
間
の
経

過
も
忘
れ
る
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

尚
、
今
年
か
ら
当
協
会
は

東
京
地
方
協
力
本
部
立
川

出
張
所
や
自
衛
隊
家
族
会

の
皆
様
と
連
携
し
「
昭
島

く
じ
ら
祭
り
」
や
「
昭
島

産
業
祭
り
」
の
会
場
で
、

自
衛
隊
入
隊
者
募
集
の
支

援
活
動
に
本
格
的
に
参
加

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
す
。

事
務
局
長

大
野
義
孝

我
が
武
蔵
野
市
防
衛
協
会

は
、
平
成
14
年
に
設
立
し
、

本
年
16
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
し
て
平
成
20
年
に

青
年
部
を
、
平
成
23
年
に

女
性
部
を
創
設
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

『
防
衛
意
識
の
高
揚
』

を
図
る
た
め
、
平
和
と
防

衛
に
つ
い
て
考
え
行
動
す

る
を
目
的
に
「
日
本
の
安

全
、
安
心
、
平
和
」
に
関

心
を
も
っ
て
市
民
の
立
場

か
ら
広
く
防
衛
意
識
の
普

及
高
揚
を
図
る
と
と
も
に

自
衛
隊
を
激
励
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ

う
な
広
範
な
活
動
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
和
に
寄
せ
る
思
い
・
・

世
界
各
地
で
テ
ロ
や
紛
争

の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
な

い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平

和
へ
の
思
い
、
平
和
を
後

世

に

伝
え

る

取

り
組

み

「
平
和
」
を
、
様
々
な
角

度
か
ら
種
々
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

平
和
と
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
に
日
夜
努
力
し

て
い
る
自
衛
隊
の
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
、
私
た
ち

の
で
き
る
こ
と
は
何
か
？

ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
？

日
本
の
国
防
、
そ
し
て
私

た
ち
の
安
全
・
安
心
へ
の

学
び
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
目
的

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
具

体
的
な
事
業
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
、
①
自
衛

隊
の
行
動
支
援
、
②
募
集

援
護
協
力
、
③
部
隊
見
学

等
の
実
施
研
修
、
④
諸
講

演
会
等
の
実
施
参
加
、
⑤

友
好
諸
団
体
と
の
連
携
協

力
、
⑥
そ
の
他
諸
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
事
業
活

動
・
・
・
等
、
時
局
に
あ
っ

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。事

務
局
長

森
田
晴
雄

檜
原
村
は
、
東
京
都
の

西
端
に
位
置
し
、
大
部
分

が
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公

園
に
属
し
た
自
然
に
恵
ま

れ
た
緑
豊
か
な
森
と
清
流

の
村
で
す
。

東
京
都
で
唯
一
、
日
本

の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
い

る
「
払
沢
の
滝
」
や
都
天

然
記
念
物
の
「
神
戸
岩
」

が
観
光
地
と
し
て
年
間
を

通
し
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

檜
原
村
防
衛
協
会
は
、

昭
和
52
年
に
発
足
し
現
在

会
員
数
は
１
５
３
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域

で
あ
る
檜
原
村
は
、
少
子

化
が
進
み
新
規
入
会
者
は

少
な
く
会
員
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
会
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
主
な
活
動
は
総
会
時

に
行
う
視
察
及
び
見
学
の

み
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
も
年
一
回
の
総
会
を

兼
ね
、
陸
・
海
・
空
・
各

自
衛
隊
関
連
施
設
の
視
察

や
、
迫
力
あ
る
富
士
総
合

火
力
演
習
の
見
学
を
行
い

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
自
衛
隊
関
連

施
設
の
視
察
及
び
見
学
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

自
衛
隊
の
必
要
性
、
組
織

力
の
す
ば
ら
し
さ
、
ま
た
、

自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
良
い
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
継
続
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

事
務
局
長

坂
本
政
人
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あ
き
る
野
市
五
日
市
防

衛
協
会
は
、
昭
和
46
年
３

月
、
当
時
の
町
長
岸
義
一

氏
の
掛
け
声
で
消
防
団
経

験
者
を
中
心
に
約
７
５
０

名
で
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
の
会
員
数
は
約
６
０
０

名
で
す
が
、
設
立
当
初
か

ら
50
年
近
く
も
継
続
し
て

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
会
員
が
大
多

数
で
す
。

当
協
会
は
、
あ
き
る
野

市
西
部
の
旧
五
日
市
町
の

地
域
を
対
象
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
旧
五
日
市
町
は
、

増
戸
村
、
五
日
市
町
、
戸

倉
村
、
小
宮
村
が
昭
和
30

年
に
合
併
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
五
日
市
町
は
平

成
７
年
に
秋
川
市
と
合
併

し
、
あ
き
る
野
市
と
な
り

ま
し
た
。

協
会
本
部
の
組
織
は
会

長
、
副
会
長
４
名
（
増
戸
・

五
日
市
・
戸
倉
・
小
宮
地

区
各
１
名
）
、
青
年
部
長
・

事
務
局
長
含
む
理
事
６
名
、

会
計
１
名
、
監
事
２
名
、

顧
問
７
名
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
に

計
42
支
部
が
あ
り
、
71
名

の
方
に
地
区
責
任
者
を
お

願
い
し
、
会
員
と
の
連
絡

や
調
整
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

お
も
な
活
動
は
年
度
初

め
の
総
会
か
ら
富
士
総
合

火
力
演
習
、
音
楽
祭
、
朝

霞
・
練
馬
・
東
立
川
・
立

川
駐
屯
地
等
の
自
衛
隊
行

事
へ
の
参
加
、
西
多
摩
地

区
の
防
衛
協
会
が
共
同
し

て
行
う
入
隊
者
激
励
会
な

ど
で
す
。

特
に
総
会
に
は
第
１
施

設
大
隊
か
ら
も
ご
臨
席
を

賜
り
、
会
員
約
１
０
０
人

が
参
加
、
総
会
終
了
後
に

は
自
衛
隊
関
係
者
に
よ
る

防
衛
講
話
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
主
催

の
防
災
訓
練
と
産
業
祭
は

秋
川
地
区
防
衛
協
会
と
共

に
参
加
し
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
、
防
衛
協

会
の
目
的
を
自
覚
し
て
、

自
衛
隊
と
国
民
と
の
懸
け

橋
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

事
務
局
長

青
木
謙
二

あ
き
る
野
市
五
日
市
防

衛
協
会
は
、
昭
和
46
年
３

月
、
当
時
の
町
長
岸
義
一

氏
の
掛
け
声
で
消
防
団
経

験
者
を
中
心
に
約
７
５
０

名
で
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
の
会
員
数
は
約
６
０
０

名
で
す
が
、
設
立
当
初
か

ら
50
年
近
く
も
継
続
し
て

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
会
員
が
大
多

数
で
す
。

当
協
会
は
、
あ
き
る
野

市
西
部
の
旧
五
日
市
町
の

地
域
を
対
象
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
旧
五
日
市
町
は
、

増
戸
村
、
五
日
市
町
、
戸

倉
村
、
小
宮
村
が
昭
和
30

年
に
合
併
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
五
日
市
町
は
平

成
７
年
に
秋
川
市
と
合
併

し
、
あ
き
る
野
市
と
な
り

ま
し
た
。

協
会
本
部
の
組
織
は
会

長
、
副
会
長
４
名
（
増
戸
・

五
日
市
・
戸
倉
・
小
宮
地

区
各
１
名
）
、
青
年
部
長
・

事
務
局
長
含
む
理
事
６
名
、

会
計
１
名
、
監
事
２
名
、

顧
問
７
名
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
に

計
42
支
部
が
あ
り
、
71
名

の
方
に
地
区
責
任
者
を
お

願
い
し
、
会
員
と
の
連
絡

や
調
整
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

お
も
な
活
動
は
年
度
初

め
の
総
会
か
ら
富
士
総
合

火
力
演
習
、
音
楽
祭
、
朝

霞
・
練
馬
・
東
立
川
・
立

川
駐
屯
地
等
の
自
衛
隊
行

事
へ
の
参
加
、
西
多
摩
地

区
の
防
衛
協
会
が
共
同
し

て
行
う
入
隊
者
激
励
会
な

ど
で
す
。

特
に
総
会
に
は
第
１
施

設
大
隊
か
ら
も
ご
臨
席
を

賜
り
、
会
員
約
１
０
０
人

が
参
加
、
総
会
終
了
後
に

は
自
衛
隊
関
係
者
に
よ
る

防
衛
講
話
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
主
催

の
防
災
訓
練
と
産
業
祭
は

秋
川
地
区
防
衛
協
会
と
共

に
参
加
し
て
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
、
防
衛
協

会
の
目
的
を
自
覚
し
て
、

自
衛
隊
と
国
民
と
の
懸
け

橋
と
な
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

事
務
局
長

青
木
謙
二

武
蔵
野
市

武
蔵
野
市

昭

島

市

昭

島

市

あ
き
る
野
市
五
日
市

あ
き
る
野
市
五
日
市

シ
リ
ー
ズ
「
協
会
の
素
顔
」

シ
リ
ー
ズ
「
協
会
の
素
顔
」

檜

原

村

檜

原

村

市防災訓練での広報支援市防災訓練での広報支援

市産業祭での募集支援市産業祭での募集支援

昨年の総会で挨拶する
中島会長
昨年の総会で挨拶する
中島会長

当
防
衛
協
会
は
、
自
衛
隊

の
任
務
を
理
解
・
認
識
し
隊

員
募
集
に
協
力
す
る
と
共
に

防
衛
思
想
の
意
識
高
揚
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

具
体
的
な
年
間
活
動
と
し

て
は
、
２
月
に
は
新
年
会
を

実
施
、
衆
議
院
議
員
、
都
議

会
議
員
、
区
議
会
議
員
、
自

衛
隊
城
東
地
区
隊
長
の
方
々

を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、

１
年
間
の
活
動
の
あ
り
方
等

を
、
各
会
員
、
親
睦
を
図
り

な
が
ら
懇
談
、
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
６
月
に
は
、
定
期

総
会
を
実
施
、
前
年
度
の
事

業
報
告
、
会
計
報
告
、
当
該

年
度
の
事
業
計
画
等
を
審
議

し
て
お
り
ま
す
。
９
月
に
は
、

北
葛
西
地
区
合
同
防
災
訓
練

に
自
衛
隊
新
小
岩
募
集
案
内

所
の
協
力
を
頂
き
、
災
害
派

遣
活
動
、
国
際
平
和
維
持
活

動
の
写
真
パ
ネ
ル
、
隊
員
の

災
害
派
遣
活
動
携
行
装
備
品

の
展
示
と
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
記
念
品
グ
ッ
ズ
の
配
布

を
頂
き
、
参
加
者
か
ら
は
自

衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
が
深

ま
る
と
好
評
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
又
、
年
に
７
回
程
度

役
員
会
を
実
施
、
自
衛
隊
新

小
岩
募
集
案
内
所
の
所
長
な

ら
び
に
広
報
官
に
も
出
席
を

頂
き
、
各
種
行
事
の
案
内
、

実
施
さ
れ
た
行
事
の
報
告
等
、

役
員
間
の
情
報
の
共
有
、
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
会
員
へ

の
情
報
伝
達
に
漏
れ
の
な
い

よ
う
、
徹
底
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

当
防
衛
協
会
は
２
０
１
９

年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
近
年
は
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
減
少
傾
向
に
あ
り
、

現
在
会
員
数
は
70
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
若
い
人
へ
の
入

会
勧
誘
を
積
極
的
に
行
い
、

会
員
数
の
増
加
を
図
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。

事
務
局
長

中
川
和
俊

当
防
衛
協
会
は
、
自
衛
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の
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務
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。
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２
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図
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、
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６
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。
９
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に
は
、
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所
の
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頂
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、
災
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遣
活
動
、
国
際
平
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維
持
活

動
の
写
真
パ
ネ
ル
、
隊
員
の

災
害
派
遣
活
動
携
行
装
備
品

の
展
示
と
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
記
念
品
グ
ッ
ズ
の
配
布

を
頂
き
、
参
加
者
か
ら
は
自

衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
が
深

ま
る
と
好
評
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
又
、
年
に
７
回
程
度

役
員
会
を
実
施
、
自
衛
隊
新

小
岩
募
集
案
内
所
の
所
長
な

ら
び
に
広
報
官
に
も
出
席
を

頂
き
、
各
種
行
事
の
案
内
、

実
施
さ
れ
た
行
事
の
報
告
等
、

役
員
間
の
情
報
の
共
有
、
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
会
員
へ

の
情
報
伝
達
に
漏
れ
の
な
い

よ
う
、
徹
底
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

当
防
衛
協
会
は
２
０
１
９

年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま

す
が
、
近
年
は
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
減
少
傾
向
に
あ
り
、

現
在
会
員
数
は
70
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
課
題

と
し
て
は
、
若
い
人
へ
の
入

会
勧
誘
を
積
極
的
に
行
い
、

会
員
数
の
増
加
を
図
る
こ
と

と
考
え
ま
す
。

事
務
局
長

中
川
和
俊

江
戸
川
区

江
戸
川
区

新年会で挨拶する石田会長新年会で挨拶する石田会長

移 動 総 会移 動 総 会

祝！羽村市防衛協会創立５０周年祝！羽村市防衛協会創立５０周年
平成３０年２月１５日、羽村市生涯学習センター「ゆとろぎ」

レセプションホール において、並木羽村市長、澤山理事長、成

田自衛隊福生募集案内所長等ご臨席の中、記念式典、加藤寛一郎

博士による記念講演、祝賀会食が盛大に開催されました。

平成３０年２月１５日、羽村市生涯学習センター「ゆとろぎ」

レセプションホール において、並木羽村市長、澤山理事長、成

田自衛隊福生募集案内所長等ご臨席の中、記念式典、加藤寛一郎

博士による記念講演、祝賀会食が盛大に開催されました。

祝！東久留米市防衛協会創立３０周年祝！東久留米市防衛協会創立３０周年
平成３０年２月１８日、

東久留米市商工会館におい

て、並木東久留米市長、澤

山理事長等ご臨席の中、記

念式典、自衛隊体育学校・

小原日登美氏（ロンドン五

輪女子レスリング金メダリ

スト）による記念講演、祝

賀会食が盛大に開催されま

した。

平成３０年２月１８日、

東久留米市商工会館におい

て、並木東久留米市長、澤

山理事長等ご臨席の中、記

念式典、自衛隊体育学校・

小原日登美氏（ロンドン五

輪女子レスリング金メダリ

スト）による記念講演、祝

賀会食が盛大に開催されま

した。

自
分
の
国
は
自
分
で
守
ろ
う
！

自
分
の
国
は
自
分
で
守
ろ
う
！

アトラクション参加の

東町祇園はやし保存会

アトラクション参加の

東町祇園はやし保存会新しい法被を着て鏡割り新しい法被を着て鏡割り

小原氏を囲んで記念写真小原氏を囲んで記念写真



ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
、

原
宿
、
表
参
道
な
ど
、
皆

さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
渋

谷
の
イ
メ
ー
ジ
は
華
や
か

な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ

こ
で
今
回
は
、
華
や

か
さ
と
は
対
極
の
渋
谷
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

渋
谷
駅
東
口
か
ら
、
日

赤
医
療
セ
ン
タ
ー
行
き
の

バ
ス
に
乗
り
、
國
學
院
大

學
前
で
降
り
る
と
、
そ
の

周
辺
は
都
内
有
数
の
文
教

地
区
で
す

。

そ
こ
に

、

「
塙
保
己
一
史
料
館
」
が

ひ
っ
そ
り
と
、
知
る
人
ぞ

知
る
、
の
趣
で
佇
ん
で
い

ま
す
。

塙
保
己
一
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
彼
は
、
江
戸

時
代
後
期
の
国
学
者
で
盲

人
で
し
た
。
点
字
も
な
い

時
代
に
盲
人
が
学
問
を
志

し
、
「
世
の
た
め
、
後
の

た
め
」
の
信
念
で
、
大
文

献
集
『
群
書
類
従
』
６
６

６
冊
を
編
集
刊
行
し
ま
し

た
。
そ
の
版
木
１
万
７
千

余
枚
が
こ
こ
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に

作
ら
れ
た
も
の
が
、
関
東

大
震
災
や
大
戦
で
被
災
す

る
こ
と
な
く
完
全
な
状
態

で
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

奇
跡
的
な
こ
と
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
保
己
一
は
、

こ
の
大
文
献
集
を
編
纂
す

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

書
物
を
全
国
か
ら
集
め
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
小
笠

原
諸
島
が
日
本
に
帰
属
す

る
た
め
の
証
拠
と
な
っ
た

文
献
も
含
ま
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
そ
れ
を
知
る
人

は
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、

現
在
、
保
己
一
は
歴
史
の

中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

か
の
有
名
な
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー

女
史
は
保
己
一
を
尊
敬
さ

れ
て
、
来
日
の
折
に
わ
ざ

わ
ざ
こ
こ
を
訪
れ
て
い
ま

す
。入

館
料
百
円
で
、
館
長

が
熱
心
に
解
説
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
建
物
も
都
の

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

事
務
局
長

齊
藤
昌
子
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、
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華
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華
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介
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史
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が
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、
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る
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知
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。

塙
保
己
一
を
ご
存
知
で
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ょ
う
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の
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学
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で
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。
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も
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に
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献
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６

６
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に
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が
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大
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被
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く
完
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る
こ
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は
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的
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に
、
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全
国
か
ら
集
め
ま

し
た
。
そ
の
中
に
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の
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が
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を
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に
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に
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感
が
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が
熱
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解
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。
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（４） 東京都防衛協会会報（８号） 平成３０年４月１日（４） 東京都防衛協会会報（８号） 平成３０年４月１日

名所・名店名所・名店

渋

谷

区

渋

谷

区
高
齢
化
社
会
の
世
の
中
に
お

い
て
、
健
康
寿
命
を
な
る
べ
く

長
く
保
ち
た
い
も
の
で
す
。
脳

卒
中
は
、
治
療
法
の
進
歩
に
よ

り
以
前
に
比
べ
て
死
に
い
た
る

こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
何
ら
か
の
神
経
症
状
を

抱
え
た
ま
ま
、
長
期
に
わ
た
る

療
養
生
活
を
強
い
ら
れ
る
可
能

性
が
高
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
ま
た
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
大
き
く
分
け
て

脳
内
の
血
管
が
閉
塞
し
て
発
症

す
る
脳
梗
塞
と
、
脳
の
血
管
が

破
れ
る
脳
出
血
に
分
か
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
脳
血
管
の
動

脈
硬
化
と
関
係
が
あ
り
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
等
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
で
す
。

動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

の
ひ
と
つ
に
加
齢
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
皆
仕
方
な
い
こ
と

な
の
で
、
い
か
に
動
脈
硬
化
の

進
行
を
遅
ら
せ
る
か
が
重
要
に

な
り
、
そ
れ
が
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
等
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
こ
れ

ら
の
薬
が
処
方
さ
れ
て
い
る
方

は
、
絶
対
に
自
己
判
断
で
中
止

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
脳
神
経

外
科
に
救
急
搬
送
さ
れ
て
来
る

患
者
に
こ
の
よ
う
な
患
者
が
結

構
い
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。万

が
一
、
発
症
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
脳
卒
中
の
初
期
症

状
は
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
嘔
気
、

嘔
吐
な
ど
の
一
般
的
な
症
状
の

ほ
か
に
、
麻
痺
、
発
語
障
害
等

の
神
経
症
状
が
単
独
ま
た
は
複

数
随
伴
し
て
出
現
し
ま
す
。
血

管
が
詰
ま
っ
て
発
症
す
る
脳
梗

塞
な
ど
は
、
時
間
が
早
け
れ
ば
、

血
管
を
再
開
通
さ
せ
、
ほ
と
ん

ど
症
状
を
残
す
こ
と
な
く
社
会

復
帰
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

症
状
が
出
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
自
宅
で
様
子
を
見
て
い

た
と
い
っ
て
、
来
院
が
遅
れ
、

治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
し
て
、

麻
痺
等
の
症
状
が
残
っ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
技
術
の

進
歩
に
よ
っ
て
、
非
侵
襲
的
な

検
査
や
治
療
が
多
く
な
っ
て
き

て
、
な
る
べ
く
体
の
負
担
を
軽

く
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

迷
う
こ
と
な
く
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

不
幸
に
も
麻
痺
等
の
症
状
が

残
存
し
た
場
合
に
は
、
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
再
発

予
防
の
治
療
と
と
も
に
、
早
期

か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
急
性
期
病
院
で
の

リ
ハ
ビ
リ
に
続
き
、
社
会
復
帰

に
向
け
て
亜
急
性
期
、
慢
性
期

へ
と
リ
ハ
ビ
リ
は
続
き
ま
す
。

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
は
長
丁
場
に
な

り
ま
す
。
発
症
早
期
か
ら
長
期

を
見
据
え
た
家
族
の
協
力
体
制

を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に
、i

P
S

細
胞
の
研

究
等
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
移
植

医
療
は
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
脳
の
神
経
細
胞
の
移

植
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
。
当
分
の
間
は
、
予
防
、

早
期
受
診
が
最
善
の
方
法
と
思

い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校

脳
神
経
外
科

松
下
芳
太
郎
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齢
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の
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以
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に
い
た
る
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で
何
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の
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る
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生
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強
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る
可
能
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ま
し
た
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な
事
態
に
な
ら
な
い

た
め
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場
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の
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て
お
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と
思
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す
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内
の
血
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が
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発
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の
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る
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も
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、
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の
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要
で
す
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の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

の
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つ
に
加
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が
あ
り
ま
す

が
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こ
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は
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で
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に
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の
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に
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は
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に
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で
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に
救
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来
る
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に
こ
の
よ
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な
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ま
す
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、
発
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し
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す
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に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
脳
卒
中
の
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症
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頭
痛
、
め
ま
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、
嘔
気
、

嘔
吐
な
ど
の
一
般
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な
症
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に
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、
発
語
障
害
等

の
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状
が
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ま
た
は
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数
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出
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。
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が
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ま
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る
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は
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時
間
が
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ば
、
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を
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、
ほ
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ん

ど
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を
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こ
と
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く
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会

復
帰
で
き
る
場
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が
あ
り
ま
す
。

症
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が
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い
る
に
も
か
か
わ
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ず
、
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宅
で
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を
見
て
い

た
と
い
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て
、
来
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が
遅
れ
、

治
療
の
タ
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ミ
ン
グ
を
失
し
て
、

麻
痺
等
の
症
状
が
残
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て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
技
術
の

進
歩
に
よ
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て
、
非
侵
襲
的
な
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や
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が
多
く
な
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て
き

て
、
な
る
べ
く
体
の
負
担
を
軽

く
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

迷
う
こ
と
な
く
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

不
幸
に
も
麻
痺
等
の
症
状
が

残
存
し
た
場
合
に
は
、
リ
ハ
ビ

リ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
再
発

予
防
の
治
療
と
と
も
に
、
早
期

か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
急
性
期
病
院
で
の

リ
ハ
ビ
リ
に
続
き
、
社
会
復
帰

に
向
け
て
亜
急
性
期
、
慢
性
期

へ
と
リ
ハ
ビ
リ
は
続
き
ま
す
。

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
は
長
丁
場
に
な

り
ま
す
。
発
症
早
期
か
ら
長
期

を
見
据
え
た
家
族
の
協
力
体
制

を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に
、i

P
S

細
胞
の
研

究
等
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
移
植

医
療
は
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
脳
の
神
経
細
胞
の
移

植
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ

う
で
す
。
当
分
の
間
は
、
予
防
、

早
期
受
診
が
最
善
の
方
法
と
思

い
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校

脳
神
経
外
科

松
下
芳
太
郎

昨
今
、
日
本
を
取
り
巻

く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
の

皆
様
は
身
の
危
険
を
顧
み

ず
任
務
に
ま
い
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
会
で
は
「
自

衛
隊
の
憲
法
明
記
」
に
向

け
て
論
戦
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
「
侃
々

諤
々
」
の
議
論
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
会
報
に
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

昨
今
、
日
本
を
取
り
巻

く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
の

皆
様
は
身
の
危
険
を
顧
み

ず
任
務
に
ま
い
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
会
で
は
「
自

衛
隊
の
憲
法
明
記
」
に
向

け
て
論
戦
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
「
侃
々

諤
々
」
の
議
論
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
会
報
に
な

る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で

ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

楽しい健康教室！楽しい健康教室！

編
集
後
記

編
集
後
記

東
京
都
防
衛
協
会
女
性

部
会
（
会
長

江
上
栄
子
）

は
、
２
月
28
日
（
水
）
午

後
14
時
か
ら
東
京
洋
服
会

館
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

地
区
女
性
部
会
長
を
中

心
に
親
会
の
事
務
局
長
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
平

成
29
年
度
事
業
報
告
及
び

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案

を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
は
空
自
習

志
野
分
屯
基
地
及
び
陸
自

習
志
野
駐
屯
地
を
研
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
渡
邊
理
事
に

よ
り
、
「
自
衛
隊
合
憲
・

違
憲
論
争
に
終
止
符
を
！
」

と
題
し
て
防
衛
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
国
会

に
お
い
て
、
《
憲
法
へ
の

自
衛
隊
明
記
》
が
議
論
さ

れ
よ
う
と
す
る
中
、
時
宜

を
得
た
話
で
あ
り
、
ポ
イ

ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
懇
親
会
を
実
施

し
、
更
な
る
活
動
を
誓
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
長

谷
口
和
代

東
京
都
防
衛
協
会
女
性

部
会
（
会
長

江
上
栄
子
）

は
、
２
月
28
日
（
水
）
午

後
14
時
か
ら
東
京
洋
服
会

館
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

に
お
い
て
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

地
区
女
性
部
会
長
を
中

心
に
親
会
の
事
務
局
長
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
平

成
29
年
度
事
業
報
告
及
び

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案

を
審
議
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
は
空
自
習

志
野
分
屯
基
地
及
び
陸
自

習
志
野
駐
屯
地
を
研
修
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
渡
邊
理
事
に

よ
り
、
「
自
衛
隊
合
憲
・

違
憲
論
争
に
終
止
符
を
！
」

と
題
し
て
防
衛
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
国
会

に
お
い
て
、
《
憲
法
へ
の

自
衛
隊
明
記
》
が
議
論
さ

れ
よ
う
と
す
る
中
、
時
宜

を
得
た
話
で
あ
り
、
ポ
イ

ン
ト
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
懇
親
会
を
実
施

し
、
更
な
る
活
動
を
誓
っ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
長

谷
口
和
代

平成２９年度理事会の懇親会において、八王子

市防衛協会・森上秀男会長に戸山流（とやまりゅ

う）抜刀道の技を披露していただきました。

素晴らしい演技に会員の皆さんは万雷の拍手を

送っていました。

平成２９年度理事会の懇親会において、八王子

市防衛協会・森上秀男会長に戸山流（とやまりゅ

う）抜刀道の技を披露していただきました。

素晴らしい演技に会員の皆さんは万雷の拍手を

送っていました。

３
月
10
日
（
土
）
午
後
、

新
宿
区
立
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
自
衛
隊
東
京
地

方
協
力
本
部
が
主
催
す
る
平

成
29
年
度
入
隊
・
入
校
予
定

者
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
協

賛
す
る
東
京
地
本
協
力
10
団

体
の
一
員
と
し
て
当
協
会
も

各
地
区
協
会
・
本
部
か
ら
多

く
の
会
員
が
出
席
し
、
激
励

し
ま
し
た
。

説
明
会
は
２
部
か
ら
な
り
、

第
１
部
で
は
自
衛
隊
へ
の
入

隊
・
入
校
予
定
者
及
び
そ
の

家
族
に
対
し
て
楠
見
本
部
長

の
挨
拶
並
び
に
入
隊
・
入
校

に
あ
た
り
必
要
な
事
項
の
説

明
や
激
励
、
第
２
部
で
は
陸

上
自
衛
隊
第
１
音
楽
隊
に
よ

る
音
楽
演
奏
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
入
隊
・
入
校
予
定

者
及
び
家
族
約
８
３
０
名
、

来
賓
等
を
合
わ
せ
て
約
１
，

０
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

（
本
部
事
務
局
）

３
月
10
日
（
土
）
午
後
、

新
宿
区
立
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
自
衛
隊
東
京
地

方
協
力
本
部
が
主
催
す
る
平

成
29
年
度
入
隊
・
入
校
予
定

者
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
協

賛
す
る
東
京
地
本
協
力
10
団

体
の
一
員
と
し
て
当
協
会
も

各
地
区
協
会
・
本
部
か
ら
多

く
の
会
員
が
出
席
し
、
激
励

し
ま
し
た
。

説
明
会
は
２
部
か
ら
な
り
、

第
１
部
で
は
自
衛
隊
へ
の
入

隊
・
入
校
予
定
者
及
び
そ
の

家
族
に
対
し
て
楠
見
本
部
長

の
挨
拶
並
び
に
入
隊
・
入
校

に
あ
た
り
必
要
な
事
項
の
説

明
や
激
励
、
第
２
部
で
は
陸

上
自
衛
隊
第
１
音
楽
隊
に
よ

る
音
楽
演
奏
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
入
隊
・
入
校
予
定

者
及
び
家
族
約
８
３
０
名
、

来
賓
等
を
合
わ
せ
て
約
１
，

０
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

（
本
部
事
務
局
）

「
健
康
な
生
活
」
・
脳
卒
中
に
つ
い
て

「
健
康
な
生
活
」
・
脳
卒
中
に
つ
い
て

入
隊
・
入
校
予
定
者
説
明
会
開
催
！

入
隊
・
入
校
予
定
者
説
明
会
開
催
！

戸山流抜刀道を披露！戸山流抜刀道を披露！

温故学会全景温故学会全景

群書類従と和本群書類従と和本

知
る
人
ぞ
知
る

渋
谷
「
塙
保
己
一

史
料
館
」

知
る
人
ぞ
知
る

渋
谷
「
塙
保
己
一

史
料
館
」

塙保己一正装座像塙保己一正装座像

戸山流（とやまりゅう）は、

大正から昭和初期にかけて

陸軍戸山学校で制定された

軍刀操法を、太平洋戦争

（大東亜戦争）後に居合道

の流派としたもの

戸山流（とやまりゅう）は、

大正から昭和初期にかけて

陸軍戸山学校で制定された

軍刀操法を、太平洋戦争

（大東亜戦争）後に居合道

の流派としたもの

挨拶する楠見
本部長
挨拶する楠見
本部長

入隊・入校予定者

に激励品を贈呈

入隊・入校予定者

に激励品を贈呈

女
性
部
会
総
会
・
情
報
を
共
有

女
性
部
会
総
会
・
情
報
を
共
有挨拶する江上会長挨拶する江上会長

講演する渡邊理事講演する渡邊理事

女性部会会長

江上栄子氏は、

３月１６日、

渋谷のＮＨＫ

ホールにおいて

「ＮＨＫ放送文化賞」

（※）を受賞しました。

他に歌舞伎俳優・松本白

鴎、京都大学ips細胞研究

所長・山中伸弥、落語家・

笑福亭鶴瓶の各氏等６名

が受賞しました。

女性部会会長

江上栄子氏は、

３月１６日、

渋谷のＮＨＫ

ホールにおいて

「ＮＨＫ放送文化賞」

（※）を受賞しました。

他に歌舞伎俳優・松本白

鴎、京都大学ips細胞研究

所長・山中伸弥、落語家・

笑福亭鶴瓶の各氏等６名

が受賞しました。

祝！ＮＨＫ放送

文 化 賞 受 賞

祝！ＮＨＫ放送

文 化 賞 受 賞

※放送事業の発展や放送
文化の向上に功績のあっ
た人たちに贈られる賞

※放送事業の発展や放送
文化の向上に功績のあっ
た人たちに贈られる賞

素晴らしい演奏を披露す
る第１音楽隊
素晴らしい演奏を披露す
る第１音楽隊


